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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。

＜連絡事項＞

・明日から、第2班の職員旅行がある。スタッフの配置が少なくなるため、事故の無いように注意をすること。
・6/30（木）看護学生の実習予定。

　施設説明9：30～…佐々木弘子
　振り返り15：30～…菅原AOM
・疾患別診療計画書、経過録作成→7/8（金）17:00、月報作成→7/4（月）17：00まで。作成後は小嶋まで報告するように。
・6月分の経過録から八戸赤十字病院、白山台メンタルクリニックを受診されている方は同院へ郵送することとする。担当は切手や封筒など郵送の準備をすること。
　対象者…川村享様、北村奈美様、松倉健一様、松村勉様
・学術について
　今週中に経過報告し、抄録の修正箇所がある為、各チームとも小嶋まで報告、確認すること。

＜利用者様情報＞

デイケア

・小林　満　様～週末からの様子を担当スタッフと振り返っている。飲酒をしており、刃物を家族に向けたことは、「覚えていない」と話している。裁判後、入院予定であることを報告している。デイケア終了後に図書館に通い、いろいろ調べ物についてしているが、内容については「恥ずかしいから言えない」と言う。刑期を終えた後について尋ねると、「母に施設入所を強く言われているが、本当のことを言うと行きたくない」と話している。就労について話しており、まずは飲まない生活の基盤作りが必要なのではと伝えると、黙り込んでいる。

・金田　光希様～本日、デイケアを体験利用している。利用目的について確認をすると、「母に行けと言われた」と述べており、事実とは若干違う話をしている。音楽を聴き過ごしていることが多いが、午前の作業療法のプログラム中に、磯島貴広様に睨まれている等の被害的な訴えを述べ、帰宅を希望している。振り返りを行うが、発言内容は変わらず、被害的な内容を訴えている。今後の体験利用については、「違う曜日で体験してみたい」とのことで、来週は水曜日に体験利用予定としている。話の内容が変わることが多いため、スタッフは統一した対応をとっていき、体験利用を重ね、デイケアの利用の意志が固まってから契約を交わしていくこととする。

デイナイトケア

・倉橋　生子様～昨日青風荘へ帰荘後、特定利用者（吉田キクエ様）を気にする様子が見られ、鋭い目つきで追っていたと情報提供がある。本日のデイナイトケアでは、上記の様子は見られていない。担当スタッフにノートを見せ、睡眠について報告しており、｢昨日は、（睡眠時間が）5時間くらいで眠いんだよ｣と冴えない表情で話している。足の状態についても報告をしており、｢服薬変更になってから、足の痛みがあり正座ができなかったけれど、今朝は正座ができたんだよ｣、｢薬が合うようになってきているのかもしれない｣と話している。次回担当医へ話してみるよう伝えている。

・佐藤ミツ子様～睡眠について｢昨日は、22時から眠ろうとしても朝まで全然眠れなかった｣と話しており、午後のプログラム中は、居眠する様子が見られている。不調の訴えは無いが、今後も睡眠状況と体調の確認をしていく。
・奥山以依子様～昨日帰荘時から表情の冴えなさ、落ち込んだような様子が見られていたが、今朝は笑顔で挨拶していると青風荘より情報提供がある。本日のデイナイトケアでは、プログラムに参加しスタッフの声掛けにも表情よく答えており、普段と変わりない様子が見られる。

ナイトケア
・八木橋牧雄様～昨日、ナイトケアに来所後から「眠い」、「帰りたい」と話している。睡眠状況と疲労感について尋ねると、「眠れているが最近の気温差によって体がだるい」と話し、自主活動や余暇時間に横になり休んでいる。今後も体調の確認を続けていく。
